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今金町教育目標 fづ¥h綱

O 自ら軒、知性と酬を高める人に l.rd"迭と示
。 自慌を量し、文化を高め、住みよい中るさとをきず〈人に 11. 、・~I

。 自らをみつめ、思いやりの気持ちを育て、豊かな'L'をもっ人に u、-/ 
0動労を置んじ、互いに励ましあい、家庭や社会のきずなを理める人に

。 生命の噂さを知り、健康でたくまし〈生きる人に

。 平和を量し、環筏をまもり、広〈国際感覚を身につける人に

一平成7年 1月23日制定



舎
金
町
表
彰
条
例

に
基
づ
く
表
彰
式

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式
が
、
菊
花
か
お
る
日
月
2
日、

関
係
者
多
数
出
席
の
も
と
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
功
労

表
彰
l
名
、

普
行
表
彰

6
名
の
計

7
名
の
方
々
で
す
。
式
で
は
ホ
年

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
町
長
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
白
状
と
記
念
品
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
大
倉
行
総

ぷ
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
引
き

続
き
行
わ
れ
た
祝
資
会
で
は
長
い

聞
の
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出
を
田町
り

永年の功績をたたえる

大意行雄さん佐藤蔵太郎な登な浜田側「美香」 会長

三津村義雄な

(大和谷正雄 弘、 石井

司. • 

昂さん

ン
ケ
シ
在
住
町
背
木

平
成

7
年
秋
の
叙
勲
で
、

青木

輝
か
れ
ま
し
た
。

め
ら
れ
勲
六
等
瑞
宝
誌
の
栄
誉
に

勲六等瑞宝章
統計功労

尚
∞
∞
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
、
元
今
金
町
誠
会
談
員
の
岡

慶喜ん
言己 h 音i
と 勲
勲 六
1しを 笥ー
が lii
桧光
W!ill 
ネ日
j了号、.

1也京
方円
相栄

妄 'IcI'

t与
~、

軍れ
セ 10
A 月
ま 23
し日

完勲

際
ぷ
が
地
方
自
治
に
対
す
る
ホ
年
内
功
紛
が
認
め
ら

勲六等単光旭日章
阿部

阿
部
ぷ
は
昭
和
口
年
4
月
今
金
町
説
会
都

μに
当
選
、

合
い
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
と
功
紛
は
次
の
と
お

り
で
す
。

孝なは都合により欠席です)

。
功
労
表
彰

・
大

倉

行

雄

ぷ
側

光
の
里
学
園
理
事
、
手
を
つ
な

ぐ
籾
の
会
会
長
、
遺
族
会
会
長
、

な
ど
を
歴
任
す
る
傍
ら
、
昭
和
白

年
よ
り
ホ
年
に
わ
た
り
篤
志
を
続

け
、
町
の
一知
祉
活
動
向
振
興
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

。
普
行
表
彰

・
佐

藤

蔵

太

郎

、正
問

多
年
に
わ
た
り
民
生

・
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
を
努

め
、
社
会
福
祉
の
振
興
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

・
浜
田

紘九、 石井

登
均
一
ん
同
開

多
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員

長
、
体
育
協
会
理
事
長
な
ど
を
歴

任
し
、
体
育
団
体
組
織
的
育
成
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

-
大

和

谷

正

雄

ぷ
附

多
年
に
わ
た
り
、
ス
キ

l
連
盟

会
長
を
務
的
、
町
代
表
慌
査
委
只

な
ど
を
歴
任
し
、
町
の
振
興
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ト
ーキ?

背
木
ぷ
は
昭
和
泊
年
に
人
口
制

査
の
訓
査
只
に
任
命
さ
れ
て
依
頼
、

今
日
ま
で
国
勢
制
査
、

北
海
道
民

業
基
本
制
査
、

世
界
脱
林
業
セ
ン

サ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
民
林
統
計
調

査
に
従
事
し
、

そ
の
数
は
臼
回
の

多
数
に
の
ぼ
り
、

地
味
に
歩
み
統

け
た

ω数
年
内
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

夏
場
に
体
制
を
く
ず
し
て
入
院

し
た
と
い
う
背
木
さん
は
「
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
で
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
ま
し
た
U

と
喜
び
を
賠
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

以
来
通
算
5
期
初
年
余
り
に
わ

町
政
の
推
進
に
努
め
、
民

選
挙
管
型
委
只

式こ

り
生

・
児
童
委
只
、

会
委
貝
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た

岡
部
ぷ
は
昭
和
日
年
秋
ま
で
美

利
河
に
在
住
、

茨
城
県
目
立
市
に

転
居
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
英
利

河
で
娘
さ
ん
夫
妻
と
静
養
中
で
す
。

受
泊
に
あ
た
り
、
阿
部
ぷ

は

「
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
光

栄
に
思
い
ま
す
己
と
喜
び
を
世
間

っ

て
い
ま
し
た
。
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平成B年度『今金町ふるさと

創生事業』の要望事業11

-
山側

「美
香
」

会
長

三
津

村

義

雄

ぷ

本
町
へ
工
場
進
出
し
、
操
業
す

る
に
あ
た
り
、
多
仰
の
浄
財
を
寄

付
さ
れ
、
町
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。• • 

③
地
場
産
業
内
育
成
、
特
産
品

の
開
発
事
業
へ
の
補
助。

④
そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
創
生
に

必
要
な
事
業
で
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、

2
億
円
の
基
金
か
ら
生

ず
る
益
金
が
充
て
ら
れ

ま
す
。

平
成
7
年
度
は
ペ
ガ

サ
ス
の
刑
判
事
業
パ

l
ン

サ
イ
ド
交
流
推
進
会
談
、

中
国
青
少
年
交
流
事
業

な
ど

4
事
業
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
内
提
出
期
限
、

提
出
先
等
は
次
の
と
お

り
で
す
.

〕2
 

〔

ー
提
出
期
限

年
ロ
月
幻
日
ま
で

2
提
出
先
役
場
企
画
調
強
制
部

企
画
関
整
係
ま
で

8
0
1
3
7
8
A山

VIol-
-

平
成
7

-
石

井

紘
ぷ
側

・
石

井

孝
ぷ
同

父
親
の
脚
石
井
政
官
氏
の
遺
志

に
よ
り
、
多
額
の
浄
財
を
寄
付
さ

れ
、
町
の
振
興
に
京
献
さ
れ
ま
し

た
。

北
海
道
社
会
貢
献
賞

食
品
衛
生
功
労
受
賞

河
村
昭
夫
さん側

八
時
町

-
3

L
3

f

 

r均
ち
加
カ

統
計
に
対
す
る
ホ
年
の
功
績
が
認

本
年
度
の
道
社
会
貢
献
賞
(
食

の
伝
達
式
が

9
月

品
衛
生
功
労

20 
日

札
幌
市
の
共
済
ホ

l
ル
で

行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
河
村
昭
夫

ぷ
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

河
村
ぷ
は
昭
和

ω年
か
ら
食
品

衛
生
協
会
の
役
員
、

昭
和
問
年
か

ら
会
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、

今
金
保
健
所
管
内
の
食
品
衛
生
の

普
及
と
向
上
に
努
力
し
、

食
品
衛

生
協
会
的
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

紡
に
よ
る
も
の
で
す
。

統

計

功

労

受

賞

伊
藤
利
忠
さ
ん
側

中

本
年
皮
肉
道
相
会
貢
献
泊

(
統

計
功
労
)
の
伝
達
式
が
叩
月
2
目、 里

柏
山
支
庁
で
行
わ
れ
、

は
伊
藤
利
忠
‘一ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

本
町
か
ら

伊
藤
ぷ
は
昭
和
ぬ
年
か
ら
北
海

道
農
業
基
本
側
査
只
任
命
以
来
、

初
年
間
で
お
回
の
各
種
統
計
調
査

に
従
事
し
、
統
計
思
想
の
普
及
と

向
上
に
努
力
さ
れ
、
後
酬
端
的
指
噂

に
貢
献
さ
れ
た
功
献
に
よ
る
も
の

で
す
。

1
 

3
 

〔
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手
塩
に
か
け
て
育
て
た

ト
ド
マ
ツ
林

町
内
住
吉
に
在
住
の
伊
藤
五
四

郎、一
ん
附
が
第
必
園
東
北

・
北
海
道

地
区
民
有
林
造
林
コ
ン

7

ル
の

今
金
小
学
校
に
栄
誉

北
海
道
体
力
つ
く
り
最
優
良
校
に

こ
の
表
彰
は
昭
和
同
年
度
か
ら

北
海
道
の
児
童
生
徒
肉
体
力
向
上

の
施
策
的

一
以
と
し
て
、
優
れ
た

成
呆
を
上
げ
て
い
る
学
校
を
表
彰

し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
金
小
学
校
は

P
T
A
が
裏
山

に
設
置
し
た
ア
ス
レ
チ

y
ク
施
設

を
利
用
し
た
活
動
、
冬
季
に
は
ス

キ
ー
学
習
な
ど
地
域
内
自
然
や
施

設
設
備
を
有
効
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
年
間
を
通
し
て
棟
々
な

場
而
で
同
校
教
師
が
作
山
、
創
作

し
た

「
今
小
体
操
」
を
実
施
し
、

休
力

・
運
動
能
力
調
査
の
結
川
市
も

全
道
平
均
を
上
回
る
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

日
月
お
目
、
札
幌
市
に
て
県
閉

校
長
、
天
井
絢
子
児
童
会
長
に
白

状
と
舶
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。• • 

本炭生産(炭窯)施設完成

1月から生産開始

高
齢
者
の
方
が
健
康
で
地
域
社

会
に
積
極
的
に
参
加
し
寸
生
き
が

い
あ
る
」
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
平
成

7
年
度
の
町
生
き
が
い
対
鍛
卒
業

が
叩
月
初
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

2
0
0
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

く
り
歌
謡
法
談
を
披
露
。
ユ

ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
語
り
口
で
会
場
を

わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
江
差
響
祭
器
乙
部

駐
在
所
町
山
田
俊
幸
さん
が
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
巧
み
に
使
い
交
通
安
全

教
室
を
開
催
。
小
百
合
保
育
園
、

今
金
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が
踊

り
を
披
露
し
、
楽
し
い

一
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
函
館
司
会
者
協
会
長

の
牧
野
一
郎
ぷ
が
n

健
康
は
笑
い

の
な
か
に
H

を
テ

1
7
に
し
ゃ
べ

カ
ラ
マ
ツ

・
ト
ド
マ
ツ
の
部
で
第

l
位
の
農
林
水
産
大
臣
民
を
受
賞

し、

山
形
県
上
山
市
で
、
川
山
月
げ

日
聞
か
れ
た
東
北

・
北
海
道
地
区

緑
化
推
進
大
会
の
席
で
賞
状
を
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
山
林
は
昭
和
お
年
こ
ろ
に

造
林
を
始
め
た
高
さ
ロ
υ
川
、
初
年

生
の
林
で
白
人
の
応
募
町
中
か
ら

筋

l
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

伊
藤
♂
は
「
貨
を
も
ら
う
つ
も

り
で
育
て
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

篤
い
て
い
ま
す
己
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

今
金
町
森
林
組
合
(
荒
井
正
信

組
合
長
)
で
は
、
林
業
労
働
者
の

夏
期
間
の
雨
天
日
及
び
冬
期
間
的

休
業
状
態
を
解
消
す
る
た
め
、
回

代
地
区
に
木
炭
生
産
地
訟
を
導
入

し
、
木
炭

・
土
壌
改
良
剤

・
融
雪

剤

・
木
酢
液
な
ど
を
生
産
し
販
売

す
る
計
画
で
す
が
、
こ
の
度
、
生

産
施
設
が
完
成
し
、
1
月
か
ら
生

産
を
開
始
し
ま
す
。

施
設
は
作
業
小
屋
川
出

・
日叫附、

炭
窯

(
土
製
)
谷

n
u
u
M
で
原
料

は
カ
ラ

7
y
-
ト
ド
マ
ツ
の
間
伐

材
な
ど
を
使
用
、
年
間
生
産
量

m

J
を
目
指
し
ま
す
。

副
議
長
に
狭
間
勝
昭
氏
選
出

〕a品Y〔

今
金
町
級
会
臨
時
会
が
日
月
2
、

3
目
的
両
日
開
催
さ
れ
、
副
議
長

に
狭
間
勝
昭
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

副
議
長
は
渡
辺
二
郎
氏
の
議
員

辞
職
に
よ
り
、
空
席
と
な

っ
た
も

の
で
す
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

辻
知
子
さ
ん

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
本
町

内

辻

知

子

ぷ
倒
が
委
嘱
さ
れ
ま

す
。前

任
の
阿
知
波
公
子
ぷ
の
退
任

に
伴
い
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
す
。
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犬
の
7
ン
め
始

マナーを守り
責任をもって犬の飼育をグ

末
や
放
し
飼
い
に

つ
い
て
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す

公
共
施
設
主
ど

で
の
フ
ン
の
放
置

は
、
多
数
の
方
向

迷
惑
に
な
り
ま
す

し
、
犬
の
放
し
飼

い
は
大
変
危
険
で

す
の
で

ナ

を
守
り
、
責
任
を

も
っ
て
飼
育
を
し

て
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
の

飼
育
の
住
方

。
犬
は
オ
リ
の
中
で
飼
う
か
、
つ

な
い
で
飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。

。
飼
育
す
る
場
所
の
出
入
口
な
ど

に
畜
犬
の
表
示
を
し
て
く
だ
さ

し

。
ク
サ
リ
、
首
輪
な
ど
を
定
期
的

に
占
、
検
し
て
く
だ
さ
い
。

。
飼
育
場
所
を
消
燥
に
し
て
く
だ

さ
い
。

運
動
中
の

注
意
事
項

。
犬
を
巡
動
さ
せ
る
時
は
、

の
始
末
を
賀
任
も
っ
て
行

っ
て

く
だ
さ
い
。
公
園
や
公
共
の
場

所
に
放
置
さ
れ
る
と
多
く
の
方

が
迷
惑
し
、
気
分
も
悪
く
し
ま

す
。

。
犬
は
運
動
不
足
に
な
る
と
気
が

荒
く
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
運
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

。
犬
を
運
動
さ
せ
る
時
は
、
放
さ

な
い
で
必
ず
ク
サ
リ
な
ど
を
手

に
持

っ
て
運
動
さ
せ
て
く
だ
さ

7
ン
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品
ヲ
年
で
お
回
目
を
迎
え
た
総
合
文
化
祭
ガ
総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会

場
巳
開
催
さ
れ
、

「
秋
を
彩
る
力
作
、
芸
能
発
表
」
な
ど
巴
町
内
外
の

大
曲
目
の
人
ガ
訪
れ
、
芸
術
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

日
月
3

4

・
5
目
的

3
日
問
、

総
合
体
育
館
を
会
場
に
秋
の
香
り

漂
う
菊
花
を
は
じ
め
、
生
け
花
、

盆
栽
、
写
真
、
押
し
花
、
書
道
、

ち
ぎ
り
絵
、
和
紙
人
形
、
陶
芸
、

絵
画、

農
産
物
な
ど
2
0
0
0
点

あ
ま
り
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
立
礼
式
の
茶
室
ゃ
い

な
り

・
う
ど
ん
な
ど
の
パ
ザ

l
、
州以

産
物
の
格
安
販
売
が
行
わ
れ
、
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
国
男
木
版
画
展
も

開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
感

心
と
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

祭他文4益
g 

第 26回見
る
人
を
臓
病
し

町
民

せ
た

芸
能
発
表
は
叩
月
初
日
、
町
民

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ

音
楽
愛
好
会
、
舞
踊
愛
好
会
、
岳

風
会
、
緑
柳
会
、
カ
ナ
リ
ヤ
会
、

琴
鈴
会
、
民
話
研
友
会
が
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
、
最
後
に
約

場
太
鼓
の
勇
壮
な
太
鼓
前
奏
で
門
事

を
閉
じ
ま
し
た
。

会場をわかせた舞踊愛好会

将一

華麗な踊リ*緑柳会砂

自
衛
隊

生
徒
募
集

防
衛
庁
で
は
平
成
8
年
3
月
下

旬

採

用

の

陸

海

・
空
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

摂
募
集
種
目

第
m
M

則
自
衛
隊
生
徒

諜
受
験
対
象

(
男
子
)

平
成
8
年
4
月
現
在
日
歳
以
上

げ
歳
未
満
で
中
学
卒
業
者

(平
成

8
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
者
含
む
)

諜
受
付
期
間

平
成
7
年
日
月
1
日
附

i
平
成

8
年
1
月
4
日
附

京
試
験
日
及
び
場
所

第

1
時

試

験

平

成

8
年
1
月

6
日

ω
八
雲
町

第

2
時

試

験

平

成

8
年
1
月

お
日

1
m日
函

館

市

謀
詳
し
く
は
自
衛
隊
今
金
募
集
事

務
所
ま
で

8
2
1
0
2
5
8
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精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
に
つ
い
て

平
成
7
年
日
月
1
日
か
ら
精
神

疾
忠
を
有
す
る
方
の
う
ち
、
精
神

障
害
の
た
め
長
期
に
波
り
日
常
生

活
ま
た
は
、
相
会
生
活
へ
の
制
約

が
あ
る
方
を
対
象
に
精
神
障
笹
者

保
健
福
祉
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

手
帳
の
交
付
は
、
診
断
住
な
ど

必
要
書
類
を
保
健
所
に
提
出
後
、

みごとなのどを披露"民謡研主会。

ップと風車を壬チーフ

琴鈴会による大正琴演奏

日
リヱチ • • 

地
方
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
に
お

い
て
判
定
さ
れ
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
道
立
文
化
施
設
の
使
用
料
、

税
制
の
控
除
な
ど
が
長
け
ら
れ
ま

す
。詳

し
く
は
、
今
金
保
健
所
予
防

課
普
及
係
ま
で

8
0
1
3
7
8
1
2
1
0
2
5
l
 

オ
ラ
ン
、
夕
通
り
に
大
壁
画

4

フ
金
申
学
校

美
術
部
の
生
徒
ら

が
製
作

今
金
中
学
校
の
美

術
部
の
生
徒
た
ち
が

オ
ラ
ン
ダ
通
り
に
面

し
た
ポ
ー
リ
ン
グ
場

内
壁
に
壁
画
を
製
作

し
、
道
行
く
町
民
の

目
を
引
い
て
い
ま

す

ポ
ー
リ
ン
グ
場
は

中
央
緑
地
公
園
に
面

L
H去
っ
自
の
ま
ま
で

は
も

っ
た
い
な
い
。

と
町
教
委
の
要
請
で

製
作
を
開
始
。

ペ
ン
キ
な
ど
の
材

料
や
足
場
な
ど
は
和

工
建
設
附
が
協
力
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

壁
画
は
縦

2
・
7

V

州
、
横
幻
H

川
の
大
き

さ
で
、
町
花
チ
ュ

リ

y
プ

と
3
つ
の
風

事
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
見
事
な
も
の
で
す
。

美
術
郁
顧
問
の
玉
山
教
諭
や
部

員
が
放
課
後
や
休
日
を
利
用
し
、

約
2
ヵ
月
か
け
て
完
成
さ
せ
た
大

作
に
町
民
も
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ

て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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新
た
な

飛
躍
を
誓
う

学

習
発

表
会

豊
田
小
5
年

南
)11 

知
美
ぷ

「
あ
あ
、
終
わ

っ
た
あ
日

劇
が
終
わ

っ
た
時
、
心
の
中
で
き

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

決
め
よ
う
U

と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
数
決
な
ら
、
凶
対
二

で

「
ど
ろ
ぼ
う
学
校
」
に
決
ま
る

の
で
、

「
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ
己
と、

思

っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
男
子

は
、
ふ
く
れ
た
顔
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
先
生
が
「
お
た
が
い
の
劇

の
い
い
と
こ
ろ
を
、
言
お
う
/
そ

れ
か
ら
ど
っ
ち
に
す
る
か
決
め
て

も
お
そ
く
な
い
よ
U

と
、
い
い
ま

「多
数
決
で

し
た
。

私
は
ち
ょ

っ
と
い
や
で
し
た
。

こ
の
話
し
合
い
は

1
週
間
つ
づ
き

ま
し
た
。久

保

尚
子
さん

大
和
町

側

若葉マーク

今
春
、
函
館
市
内
の
専
門
学

"・~.、.-・h ・ F、・ 4・_.、. 
1 

F . 
e . 
1 . 
e . 
3 . 
I . ， . 
e . . 
I . 

• .' 
教
室
内
中
は
、
険
悪
な
雰
聞
気

で
し
た
。
そ
し
て
今
日
、
多
数
決

で
決
め
る
/
と
い
う
日
が
き
ま
し

た
。
お
た
が
い
の
い
い
と
こ
ろ
を

言
っ

て
い
く
う
ち
に
、
ど
ち
ら
で

も
い
い
人
が
四
人
も
で
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
き
ま

っ

た
の
が
、

「
ど
ろ
ぼ
う
学
校
」
で

す
。
決
ま
っ
た
時
は
う
れ
し
か

っ

た
で
す
。

先
生
は

「
あ
な
た
た
ち
が
み
ん

な
で
決
め
た
劇
だ
か
ら
、
台
本
づ

く
り
か
ら
‘
小
道
具

づ
く
り
ま

で
、
全
部
自
分
た
ち
で
や
れ
る
と

い
い
ね
U

と
言

い
ま
し
た
。

校
を
卒
業
し
て
「
光
の
里
学
図
」
市

で
事
務
貝
と
し
て
勤
務
し
て
い

、

ま
す
。

函
館
出
身
の
久
保

ρ
は
母
親

{

の
実
家
が
今
金
に
あ
る
と
い
う

日

こ
と
で

H

親
し
み
ゃ
す
い
所
。

一

と
当
町
の
印
象
を
。

一

趣
味
は
ド
ラ
イ
ブ
、
中
学
校

、

時

代

は

パ

レ

ポ

l
ル
部
に
所

属
し
て
活
叫
。

引

ご
』
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ

ず
に
ガ
ン
バ

y
テ
い
き
た
い
己

『

と
笑
阪
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

。
今
金
町
老
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会
「
!
!
!

〈〉
今
金
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
一

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
一

し
た
。

一

加
藤
会
長
は

「
町
民
と
行
政
一
二
フ
グ
の
お
い
し
い
季
節
に
な
り

一
体
と
な
っ
て
の
地
域
づ
く
り
が
一
ま
し
た
。
フ
グ
ち
り
、
フ
グ
雑
炊
、

今
ま
で
以
上
に
強
〈
求
め
ら
れ
る
一
フ
グ
の
ひ
れ
酒
な
ど
を
思
い
浮
か

時
代
、
快
適
で
住
み
良
い
生
活
環
一
べ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

a

。
フ
グ
料
理
の
な
か
で
も

境
の
保
全
や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
一

E

'
特
に
フ
グ
の
刺
し
身
は
有
名
で
す
。

ど
行
政
と
一
体
と
な
り
努
力
し
た
一
菊
の
花
や
ヲ
ジ
ャ
ク
の
形
に
盛
り

い
日
と
今
後

一
層
の
飛
蹴
を
折
口っ

一
つ
け
た
も
の
は
、
ま
さ
に
食

圃

て
い
ま
し
た
。

一
の
芸
術
品
、
美
食
家
の
あ
こ
園

一
が
れ
の
的
で
す
。

9h

一
昔
は
チ
グ
は
食
い
た
し
、

4

一
命
は
惜
し
し
e

な
ど
と
言
い

通
.

・

+:

一
崎
山
た
。
中
国
の
詩
人

・
蘇

E

F

一
東
一
家
フ
グ
を
好
み
、
二

国

一
死
に
価
す
e

と
言
っ
た
こ
と
圏

一
も
知
勺
れ
て
い
ま
す
。
で
も
最
近

一
は
、
フ
グ
中
毒
の
話
は
あ
ま
り
間

一
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
ア
グ
調
理

一
師
の
制
度
が
行
き
渡
っ
た
こ
と
が

一
一
つ
、
そ
れ
と
フ
グ
料
理
の
主
役

一
で
あ
る
ト
ラ
フ
グ
の
七
割
が
養
殖

一
物
だ
か
勺
で
す
。
養
殖
物
は
配
合

一
飼
料
の
関
係
で
、
毒
が
な
い
か
ら

一
で
し
ょ
う
。

一
フ
グ
が
高
級
魚
で
あ
る
こ
と
は
、

一
い
ま
で
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん

一
が
、
最
近
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
パ

F

・s・6

-・・圃 I 

:??ii工?ェ
園町園田JJ!1FS

"J聞エ安貝ま

O周年記念式典
で
も
、
練
習
を
や
る
に
し
た
が

っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
、
ま
と
ま

ら
な
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
歌
、っ

と
こ
ろ
の
リ
ズ
ム
を
ど
、つ
し
た
ら

い
い
か
な
ど
、
結
局
決
ま
ら
な
い

ま
ま

「
そ
こ
の
と
こ
ろ
だ
け
歌
わ

な
い
U

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

私
は
ど
ろ
ぼ
う
学
校
の
リ
ー
ダ

ー
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
が
一

番
心
残
り
で
す
。

学
習
発
表
会
の
前
に
、

「
高
学

年
と
し
て
の
自
党
を
も

っ」

と

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
」
と

い
う
目
椋
を
た
て
ま
し
た
。

ニ
っ
と
も
よ
く
で
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
劇
的
駄
を
、
み
ん
な
で

決
め
ら
れ
た
ら
、
も
っ
と
良
か

っ

た
と
思
い
ま
す
。

総
練
習
の
時
も
本
番
も
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
っ
た

け
ど
、
と
て
も
大
き
な
声
と
大
き

な
泌
技
で
淡
じ
ら
れ
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
私
と
し
て
は
、
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
中
で

一
帯
い
い
学
習

発
表
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

• • 
よーの圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃でフぷ もグやしきで y
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平成 5，手 8月23日生まれ t"- .・町周冊棚冊・・量ーE 咽 l

:本町堀井融行九、由貴子なの長女 1 ・・"/'1副作 可掴E ニ.Il
親から ・r:... -_  烈;

! ニんにちは.いつも元気印町 「しっ iI・且 E・&1.0l，.1

にい二!っそごと;1点取 れに撒えられ、ま lで抑 二子 様 T. 温室E!'f守ご-/'7!・-~唱

!好きなところは.やっぱり女の子 な。?輔副邑室河陸軍 司E河‘.1l1li・~

!一…引こ…〈な~れ l 思 ・山;錨幽 i

l'晶画‘ 「‘水本端、 ; 
...... .・I'.-!'/1型.司、.t 平成 5年 7月21日生まれ

? 司 ~司『咽 ・A且 日、 直美町 水本世光弘寛子 %の 2男 ! 
。 1"耳、必置l' .， ，.宅相‘- 親か ら

1.舗凶伊圏、叫 j， ... も 我が家内ワンパ ク*y}Jjj/.iミミダ J・ lむ7LZEEL白:2二27i
~ I r - 抽〈て弱き者をIIJIけるピ ファ イ ・
IL ( E タ のよ?になって枇しい!?

し一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 l 

; 俳 句

{ 徳ミ吟f鎚2タ1秋ミ冠t党E
{ 利;行i の風~ j;T~ 雪ミ鑑ミ
{ のす 無 省 内やのの

-， 紅Iき赴E和ゎ岳2僧1
{ 句〈梨じ鎖:< 紙 L にの
{ 斜Zす術2ま人E向主間ま
( め す主主fま形1ひ合f
f にきやにのてや
( 小こに古こ nx~ 抜2 心ミ紅も
) 六?川2寺じ紅土衣ぇ緊L 葉E
も 月Zののま臨じ 紋 土 む 散 ら
{ 芦t秋t る

: 辻 藤 戸 芳斉 杉 今

; 田 賀i畢 藤 本

{ 知 喜慶 あみあ里
{ 枝き 井
j子子秋えちい子

ιMヘ...........-...へへ......_..................，........串]別俳句会

〕日〔



水

道

の

凍

結

に

注
意
し
ま
し
ょ
う

-
山
形
住
宅
設
備
②
1
3
2
0

・
渡
辺
住
宅
設
備
②
2
6
5
4

・
鈴

木

設

備

②

2
5
5
8

〈
水
道
課
水
道
係
〉

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
や
寝
る
前
に
戸
じ
ま
り
と

一

緒
に
水
道
の
水
ぬ
き
を
し
ま
し
ょ

、「ノ。

固
定
資
産
評
価
事
務
の
た
め
、

家
屋
の
新
築
、
改
築
、
地
築
、
取

り
壊
し
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

税
務
課
資
産
税
係
ま
で
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。

新
築
家
屋
な
ど
の

届
け
出
に
つ
い
て

万
一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
日

分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
水
が
で
ま
す
。

い
く
ら
熱
湯
を

か
け
て
も
水
が
で
な
い
場
合
は
、

次
の
水
道
指
定
業
者
に
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

・
小
山
設
備
工
業
②
2
5
7
4

・
佐
々
木
金
物
納
②
0
1
3
7

.
胸
多
国
鉄
工
設
備
②
0
1
0
8

『

〈
税
務
課
資
産
税
係
〉

国
民
年
金

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
加
入
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

年末 ・年始は次のとおり休み

となります。 緊急用務のときは

笹備員に申し出ください。

月 日 役 f品 持号 院

12月29日倒 御用納め 平常どおり

30日日j 土町t閉庁 土曜閉庁

31日(日)

1月 1目的

2日(刈 年末年始
年末年始

3日附 休 業
休 業

4日附

5日悩

6日廿j 土曜閉庁

7日旧) 日曜閉庁 日昭閉庁

8日目) 御用始め 平常どおり

役場・国保病院

休みのお知らせ

• • 

模診を受けて明るい健康づくり

(町民招祉制衛生係 岡県都)

12月みんな

に
し
て
お
く
と
、
老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

-
泣
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

L
16

、「ノ
。

将
来
、
国
民
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
公
的
年

金
へ
の
保
険
料
納
付
が
お
年
以
上

必
要
で
す
。
年
金
を
老
後
の
生
活

で
よ
り
役
立
つ
も
の
に
す
る
た
め

に
も
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
納
め

て
お
く
干
」
と
が
必
要
で
す
。

未
納
に
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お

手
元
町
納
付
舎
で
、
す
ぐ
に
保
険

料
を
納
め
ま
し
ょ
、
つ
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

児

童

扶

養

手

当

受

給

の

皆

さ

ま

へ

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
平
成

7
年
4
月
1
日
か
ら
次
め
よ
う
に

改
正
に
な
り
ま
し
た
。

に
よ
り

こ
の
こ
と

平
成
7
年
4
月
1
日
以

降
受
給
権
が
あ
る
受
給
者
は
、
児

童
が
凶
歳
の

3
月
に
な
る
ま
で
手

当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

謀
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

。
改
正
前
支
給
対
象
児
童
が
児

歳
に
到
達
す
る
月
ま
で

年金が融資
されています大揚ポリープについて

〕日1
 

〔

3 
t 7.11. 10 

E 社会福祉協議会だよりを

ζ 
出光の里学困、豊寿園、社会福祉協議会への

" 多額のご寄付ありがとうございました。

す (敬称略)
良 {東京都〉 佐 々 木 キ 、
己 武 田 洋 明 笠 原 季 子
民也

〈千葉県〉 中 キす 恭 子
P、

百 本 和 目1I 鈴 木 ff;， 
8 {函館市〉 今 村 規 子

古 主チ 自E 犬 塚 ア サ 子
〈大 成 町〉 末 藤 春 義

回 中 静 子 原 紺 克 彦
〈瀬棚町〉 工 藤 情

高 品T 平日 明 種川 小 学校 l~ 童会
〈北桧山町) { 邑 崎 博

霊 知 学 校 奥 井 也申、 男

青 沼 水 産 長 谷 111 正 日目

〈今 金 町〉 工 藤 陸

美利河小学校 金 沢 光 江

佐 々 木 靖 菱 111 村 司 郎

花石老人クラブ 種川老人クラブ

大 ふ届 1T 雄 ノ1、 東 学 校

今中文化祭実行委員会 和 回 Jlt 希 男
いまかね岡華同好会竹 内 輝 雄

〈
町
民
福
祉
課
福
祉
係
〉

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー

組
合
処
理
施
設
の
土
曜

閉
庁
の
お
知
ら
せ

~i 目 M 象 者 実施日 時 間 対象地区 実施会場 併U ~. お知らせ

4日(月) 胤Lん予防接航

11日(月) 老人相祉 12月4日(月)-
① ー 般相詰 ~ 住 民 lu : 00九 12:00 全地区 保世J廿単位成相談

18日(月) 七ンタ ー 各医院{嗣院)に

25日(月) て個別控描

生後 受付時間 間J 民 保世指導世康相談 詐Lくは四位に
① 乳児相読 7日(本) 。

3、6、9ヶHV日 13: 00-13: 15 センタ ー 身体計測 て

受付時間 今金制I 尿検査歯科指導保健指導
③ 妊娠健 量 旺娠の 1; 12日(火) 。

日 00-13:30 国叫如i院 医師2全然(イI科)

A マ 金
@ 股関節脱臼健診 生後 4ヶ月児 12日(火) 13・00-14:0。 " 世削節X線搬出

保健所

身体計制 医師診察
生佳4、 受付時間 同I 民

@ 乳児世話 21日(木) 。 的科指導栄控指導
7、10、12ヶ月児 13: 00-13 : 15 センター

保世指導

! !!~医地区 受付時間
⑤ 全 住 l~ 26日(火) 。

" 耳!i，¥科
巡回詰 療 1<1: 20-14: 50 

北
部
桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
を
平
成
8

年
1
月
か
ら
土
限
閉
庁
し
ま
す
。

な
お
、
直
接
搬
入
さ
れ
ま
す
ゴ

ミ
の
受
入
時
間
は

8
時
何
分
l
口

時
日
分
(
月
1
金
曜
日
)
ま
で
の

受
入
れ
、
し
尿
及
び
ゴ
ミ
は
従
前

ど
お
り
土
眼
目
も
収
集
し
ま
す
。

• • 
ゴ
ミ

・
し
尿
を
処
理
す
る

一
般

廃
業
物
処
理
施
設
の
挫
備
に
は
、

皆
さ
ん
が
納
め
た
国
民

・
厚
生
年

金
が
泣
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金

は
大
切
な
公
共
事
業
内
財
源
で
す
。

@
年
金
融
資
額

・
平
成

6
年
度

〈
大
腸
ポ
リ
l
プ
と
は
〉

大
脇
町
粘
膜
が
盛
り
上
が
り
、

キ
ノ
コ
状
に
な
っ
た
も
の
を
い
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
ガ
ン
と
は

全
く
無
関
係
の
良
性
の
も
の
も
あ

れ
ば
、
ガ
ン
に
な
る
可
能
性
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。

ポ
リ

l
プ
を
取
り
出
し
て
、
顕

微
鋭
で
組
織
を
捌
べ
、
良
性
か
悪

性
か
を
判
断
し
ま
す
。
大
腸
カ
ン

に
関
係
の
あ
る
股
域
性
の
ポ
リ

l

プ
を
腺
服
と
い
い
、
こ
の
腺
腿
が

ポ
リ

l
プ
全
体
の
筋
%
を
占
め
て

い
ま
す
。

〈
大
腸
ポ
リ

l
プ
の
検
査
は
〉

大
腸
の
検
査
に
は
使
潜
血
反
応

牧
査
、

X
線
搬
彩
に
よ
る
注
腸
検

査
、
大
腸
内
視
鏡
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
検
査
は
本
来
大

腸
ガ
ン
発
見
の
た
め
の
検
診
で
す
。

大
腸
ポ
リ
プ
を
診
断
す
る
た

雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路

上
駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排
雪

作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、

皆
機
内
こ
理
解
と
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
経
済
部
建
設
課
〉

4
t
4
a
 

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業

7
億
4
百
日
万
円

ゴ
ミ
埋
立
地
拡
張
事
業

4
千

6
百

ω万
円

・
平
成
7
年
度
(
予
定
)

清
掃
運
搬
車
両
購
入
(
予
定
)

ー
千

ω万
円

め
に
は
、
ポ
リ

l
プ
を
摘
除
し
て

そ
の
組
織
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
大
腸
ポ
リ

l
プ
の
で
き
や

す
い
場
所
は
直
腸
と

S
状
結
腸
と

呼
ば
れ
る
部
分
で
す
。

3
対
1
く

ら
い
の
割
合
で
男
性
に
で
き
や
す

い
よ
う
で
す
。

〈
大
腸
ポ
リ
l
プ
の
症
状
は
〉

唯
一
の
症
状
は
胤
便
で
す
。
見

た
目
で
は
分
か
ら
な
い
わ
ず
か
な

畳
の
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
た

め
、
ポ
リ

l
プ
発
見
の
糸
口
と
し

て
は
便
潜
血
反
応
検
査
が
有
効
で

す
。

〕-1
 

〔

今
金
町
で
は

7
月

2
月
に
大

腸
ガ
ン
検
診
(便
潜
血
反
応
検
査
)

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
精
密
検

査
の
結
果
大
腸
ポ
リ
|
プ
と
診
断

さ
れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

機
会
を
見
て
検
査
を
受
け
健
康

的
降
認
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



や今場。令や令 {主民の動.

10月末現在

(前月対比)

7，349人(-14) 

3，534人(- 4) 

3，815人 (-10) 

2，576世帯 1)

人口

男

女

世帯数

12月の休日当番匡
3日 北格山町国保病院 (北柏山) ~@)532 1 

10日 富 回 医 院(今金) 包②0324

17日 今 金 町 国 保病院(今金) ~C)0221 

23日 道南ロイヤノレ病院 (北桁山) ~@)5011 

24日 岩 間l 医 院(今金) 宮C)0057

31日 北格山町国保病院 (北格山) ~@)5321 

(正午まで)

CJおたんじようおめでとう
fI，-t<r.;'" 

中村和弘"'， 11月9日 (保謎者和正)
老人無料入浴券の

“あったからんど"
の取り扱いについて

町

固いつまでもお Lあわせに

1鬼長江青一弘(末広町)=佐藤 文子、ん(長万部町)

!万松吉 英明弘(中極川1)=形部亜優美江(瀬棚町)

:yi安達謙太郎江(日の出町)=佐々木夏子会ん(日の出町)

:y7加藤 智昭江(春日井)=本間典子元(日の出町)

旭

現在70歳以上の老人に対して町で吉IJり引きを

行っ ております老人~~料入浴券が平成 7 年12 月

15日オープンの「あったからんど」 でも血料で• 
利用できることになりましたのでお知らせいた

~おくやみもうしあげます

きな 10月30日

します。

日の出町

八束初回

87歳

75歳10月30日

11月5日

11月16日

11月16日

グ〉

チツ子1

'"? ':k 

111 

内

高田

竹「新規高卒者就職

促進会」を開催します 寒昇

美利河

八束南原

80歳

81歳

88歳

※Jl月17日受付分まで記載

地
域
の
福
祉
活
動
に
役
立
て
て

〕2
 

1
 

〔

キさん

柴 さん

、ソ

ア

また 、新規高卒者向求人が大変不足しており

ます。求人的申し込みにもぜひご協力をお願い

o場

木

氷
々

吉

佐

松

回

求人者と新卒高校生との商接会を開催いたし

ます。採用予定のある卒業王町方はぜひ参加く

ださるようお願いいたします。

(月)

謀詳しくはハローワ ク函館まで

平成 8年 1月22日

10時一 15n寺まで

函館市民会館

いたします。

o開催日時

所

発
行
/
北

海

道

今

金

町

役

場

制

②

0
1
1
1
番

• 

バ
ザ

l
益
金
を
寄
付

日
月
1
目
、
今
金
中
学
校
文
化

祭
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
社

会
福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
地
域
の

福
祉
活
動
に
役
立
て
て
と
パ
ザ
!

の
益
金
3
7
、
7
1
1
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ザ
は
日
月
凶
日
の
同

中
文
化
祭
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

谷
崎
加
奈
♂
、
情
野
久
美
子
さん
か

ら
荒
井
正
信
社
会
福
祉
協
議
会
長

に
益
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

編

集

後

記

~0138 - 26 - 0735 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
雪
が
多
い
と
い
う
予
報

が
あ
り
ま
す
が
、
央
、
き
も
厳
し
い

よ
う
で
す
。
カ
セ
を
ひ
い
た
り
休

調
を
く
ず
し
た
り
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
号
の
原
稿
も
書
き
始
め
た

広
報
係
、
皆
さ
ん
よ
り
1
カ
月
早

く
新
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

1
年

聞
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


